教育 by 岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センター,
教　　　育 
― 2006年度 ― 
１．１年次総合農業科学入門
2006年度前期（専門基礎科目）・必修・２単位
履 修 者：145名
担当教員：及川・齊藤・平井
実施場所：岡山農場
２．１年次農場体験実習
本年度から１単位に変更されたが，土日を挟まな
いように日程調整した結果，８月７，８，９日では
遅くなると判断し，８月２，３，４日に実施した。
しかし，教養の補講日と重なったため，履修者が少
なく，１年次生は１名のみで，２年次生４名の合計
５名であった。２年次生については２単位となるた
め，１単位分の補講を作物集中実習と同時開催した。
８月，９月ともに天候に恵まれ，水分補給，休憩を
とったこともあり，受講生の疲労感は少なかった。
８月には３日間に４つのすべての農場を体験するこ
とができ，様々な農業の側面にふれることができた
ことから，受講生の評価も高かった。また，補講を
行った２年次生は，８月に植えたネギが９月の実習
では成長していることを実感していた。
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2006年度前期・夏期集中・専門基礎科目・選択・１単位（２年次以上２単位）
（農学部以外の学生にとっては教養教育科目となる）
履 修 者：12名（文２，教１，法２，理２，歯２，工２，環１）
担当教員：及川・久保田・黒田・齊藤・福田
技術職員：山奥他
実施場所：岡山農場・津高牧場・八浜農場・本島農場
6/12，6/19の2日間，同演習を履修した2つの学生
グループに対して，山陽圏フィールド科学センター
の紹介および田植え体験実習を岡山農場にて実施し
た。
回 月 日 時  間 　　実  習  内  容 担 当 者 
１ 
２ 
 
３ 
 
４ 
５ 
 
６ 
７ 
 
 
８ 
 
９ 
6.28 
8. 2 
 
8. 3 
 
8. 4 
後日 
 
9.19 
 
 
 
9.20 
 
9.21
15:00_16:00 
８:30_12:00 
13:00_17:00 
８:30_12:00 
13:00_17:00 
８:00_18:30 
 
 
８:30_８:45 
８:45_12:00 
 
13:00_17:30 
８:50_11:45 
13:00_17:30 
８:30_12:00
オリエンテーション 
岡山農場（クロッピングシステム部門） 
津高牧場（大規模和牛経営）見学 
岡山農場（野菜・花き部門） 
八浜農場（大規模稲作経営）見学 
本島農場（柑橘類，果樹部門） 
レポート提出 
補講（２年次生２単位のため） 
オリエンテーション 
ブドウの収穫・調整 
イチゴの定植 
測量基礎・ビニールハウス建設 
生花卸売市場見学 
ビニールハウス建設 
播種，ビニールハウス建設 
農業機械の取り扱い 
齊藤・福田 
黒田・山本・酒井 
及川・野久保・稲井 
吉田・山奥 
齊藤・多田 
久保田・福田・近藤 
 
 
齊藤・吉田 
福田・永田 
吉田・山奥 
黒田・山本・酒井 
後藤 
黒田・山本・酒井 
黒田・山本・酒井 
齊藤 
2006年度前期（専門基礎科目）・選択必修・２単位
履 修 者：20名
担当教員：齊藤他
グループ別実習担当教員：黒田
技術職員：山奥他
実施場所：岡山農場他
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回 月 日 実  習  内  容 　　担 当 者 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
 
７ 
 
８ 
 
９ 
 
10 
11 
12 
13 
14 
15
4.11 
4.18 
4.25 
5.09 
5.16 
5.23 
 
5.30 
 
6.06 
 
6.13 
 
6.20 
6.27 
7.04 
7.11 
7.25 
8.01
オリエンテーション・グループ分け 
果菜類の定植（スイカ，ナス） 
草地管理 
水稲播種 
サツマイモの定植 
モモの摘果 
タマネギの収穫 
バレイショの収穫/サツマイモの管理 
スイカの整枝 
ブドウのジベレリン処理 
ナスの整枝 
ブドウの摘粒 
スイカの整枝 
和牛の管理 
農協などの見学 
水田管理（八浜農場） 
ネギの定植 
スイカの収穫 
農業用ロボットによる省力作業 
アンケート・片づけ 
及川・齊藤・吉田・福田 
吉田・山奥 
岸田・野久保・稲井 
齊藤・多田 
黒田・山本・酒井 
福田・近藤・永田 
村上・山奥 
齊藤・山本・酒井 
吉田・山奥 
久保田・近藤・永田 
吉田・山奥 
福田・近藤・永田 
吉田・山奥 
及川・野久保・稲井 
小松 
齊藤・多田 
黒田・山本・酒井 
吉田・山奥 
門田 
齊藤 
雨除けハウス内で黒マルチ１畝をグループ別実習
用とし，各自１ｍ２列を移植し、毎週生育観察と管
理作業を行い，観察日記のチェックと栽培終了後の
まとめと感想を提出させた。
３．２年次基礎農場実習Ⅰ・グループ別実習（エダマメ）
グループ別実習では，ブドウ‘デラウェア’と
‘ピオーネ’の栽培管理を行った。グループ毎の摘
粒管理の違いが収穫した果実の品質，果粒重や糖度
に大きく影響し，栽培管理の重要性を認識できた。
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回 月 日 実  習  内  容 　　担 当 者 
1 
2 
3 
4 
5 
 
6 
7 
 
8 
 
9 
 
10 
11 
12 
 
13 
14 
15
4.11 
4.18 
4.25 
5. 9 
5.16 
 
5.23 
5.30 
 
6. 6 
 
6.13 
 
6.20 
6.27 
7. 4 
 
7.11 
7.25 
8. 1
オリエンテーション・グループ分け 
果菜類の定植（スイカ，ナス） 
キクの挿し芽と定植 
草地管理 
モモの摘果 
タマネギの収穫 
サツマイモの定植 
バレイショの収穫/サツマイモの管理 
スイカの整枝 
ブドウのジベレリン処理 
ナスの整枝 
スイカの整枝 
ブドウの摘粒 
果菜類の収穫・管理 
カキの摘果 
農業用ロボットによる省力作業 
スイカの管理 
水田管理（八浜農場）／農協見学 
和牛の管理 
モモの接ぎ木 
スイカの収穫 
アンケート・片づけ他 
及川・齊藤・吉田・福田 
吉田・山奥 
後藤・山本 
岸田・野久保・稲井 
久保田・近藤・永田 
村上・山奥 
黒田・山本・酒井 
齊藤・山本・酒井 
吉田・山奥 
久保田・近藤・永田 
吉田・山奥 
吉田・山奥 
福田・近藤・永田 
吉田・山奥 
福田・近藤・永田 
門田 
吉田・山奥 
齊藤・多田 
及川・野久保・稲井 
福田・近藤・永田 
吉田・山奥 
吉田・福田 
４．２年次基礎農場実習Ⅱ・グループ別実習（ブドウ）
2006年度前期（専門基礎科目）・選択必修・２単位
履 修 者：20名
担当教員：吉田・福田他
グループ別実習担当教員：福田
技術職員：山奥他
実施場所：岡山農場他
2006年度後期（専門基礎科目）・選択必修・２単位
履 修 者：15名
担当教員：吉田他
グループ別実習担当教員：吉田
技術職員：山奥他
実施場所：岡山農場他
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回 月 日 実  習  内  容 　　担 当 者 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
 
７ 
８ 
９ 
10 
11 
 
12 
 
13 
14 
 
15
10. 2 
10.16 
10.23 
10.30 
11. 7 
11.13 
 
11.20 
11.27 
12. 4 
12.11 
12.18 
 
　1.15 
 
　1.22 
　1.29 
　2. 5
オリエンテーション・グループ分け 
水稲収穫 
カキの収穫・脱渋 
タマネギの定植 
畑作管理／タマネギの定植 
キクの芽かき 
果菜類の管理 
サトイモの収穫・貯蔵 
畜産農家の見学 
草地の管理 
和牛の審査 
水稲収量調査 
果菜類の管理 
ブドウの剪定 
カキ・モモの剪定 
家禽類の解体・処理 
農業用機械の構造と操作 
セル播種 
レポート・アンケート 
及川・吉田 
齊藤 
福田・近藤・永田 
村上・山本 
黒田・山本・酒井 
後藤・山本 
吉田・山奥 
齊藤・山本・酒井 
岸田 
岸田・野久保・稲井 
及川・野久保・稲井 
齊藤 
吉田・山奥 
久保田・近藤・永田 
福田・近藤・永田 
及川・佐藤（勝） 
難波 
後藤・山本 
吉田 
５．２年次基礎農場実習Ⅲ・グループ別実習（イチゴ・トマト）
グループ別実習では，今年度から新たに導入したピ
ートバッグ栽培イチゴと根域制限栽培トマトを中心
に施設果菜の継続的な栽培管理と観察を実施した。
グループ別実習では，５名の学生が家禽班を希望
し，ウズラの飼育実習を行った。実習では，原則と
して履修者で土・日曜日を除く毎日，午前と午後の
１日に２回に飼養管理を担当する体制で実施した
が，都合のつかない場合は適宜TAが飼育管理の補
助を行った。学生による飼育期間は10月13日の卵の
孵卵器への入卵から開始され，１月22日の解体処理，
２月５日の研究発表まで行った。実験区は、ノーマ
ル，ブラウンの羽装による雌雄鑑別が可能な系統を
用いて魚粉の代替え飼料としてのカイガラムシ残渣
の飼料評価について実験を行った。雛が孵化した時
点では，雛と卵の調査から孵化率，死ごもり率，死
亡率を記録した。また飼育期間中には，毎日斃死数，
産卵数を記録した。また，２週間おきに体重を記録
した。解体時には屠体重量，臓器重量を記録した。
冷凍保存していた屠体および卵を使って燻製づくり
の実習を後日実施した。学生アンケートの結果から，
充実した実習であったとの評価が得られた。
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回 月 日 実  習  内  容 　　担 当 者 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
 
７ 
８ 
９ 
10 
11 
 
12 
 
13 
14 
 
15
10. 2 
10.16 
10.23 
10.30 
11. 7 
11.13 
 
11.20 
11.27 
12. 4 
12.11 
12.18 
 
　1.15 
 
　1.22 
　1.29 
 
　2. 5
オリエンテーション・グループ分け 
水稲収穫 
カキの収穫・脱渋 
タマネギの定植 
畑作管理／タマネギの定植 
キクの芽かき 
果菜類の管理 
サトイモの収穫・貯蔵 
畜産農家の見学 
草地の管理 
和牛の審査 
水稲収量調査 
果菜類の管理 
ブドウの剪定 
カキ・モモの剪定 
家禽類の解体・処理 
農業用機械の構造と操作 
セル播種 
レポート・アンケート・家禽類の飼育舎の管理 
及川・吉田 
齊藤 
福田・近藤・永田 
村上・山本 
黒田・山本・酒井 
後藤・山本 
吉田・山奥 
齊藤・山本・酒井 
岸田 
岸田・野久保・稲井 
及川・野久保・稲井 
齊藤 
吉田・山奥 
久保田・近藤・永田 
福田・近藤・永田 
及川・佐藤（勝） 
難波 
後藤・山本 
及川・佐藤（勝） 
６．２年次基礎農場実習Ⅳ・グループ別実習（家禽）
2006年度後期（専門基礎科目）・選択必修・２単位
履 修 者：５名
担当教員：及川他
グループ別実習担当教員：及川
技術職員：山奥他
実施場所：岡山農場他
７．農家体験実習
2006年度前期集中（専門科目）・選択・２単位
履 修 者：５名（農４，環１）
担当教員：岸田
2006年度は５名の学生が履修した。昨年同様，開
講にあたっては学生と受入先農家の日程等に関する
調整を行った。それにしたがって，夏季休暇中の８
月４日～８日と８月16日～20日に，３班に分かれた
学生は受入先の農家で実習に励んだ。受講生は受入
先農家で水稲と果樹の栽培管理だけでなく出荷先の
「ふれあい市場」で果実の販売にかかわり，大学の
カリキュラムにない貴重な経験を積むことが出来
た。なお，学生には野帳を配布し，毎朝健康状態を
チェック出来るように配慮し，実習中における作業
内容や感想を記録するように指導した。また，担当
教員と農家とが連絡を取り合いながら学生の状況を
把握し，各班の巡回指導も実施した。
野帳と授業アンケートから，受講学生は作業や受
入先での暮らしを通じて，農家の経営に対する理念
や生き様にも触れることができ，地域農業に対する
見方も深まり，有意義な５日間を過ごしていること
が伺えた。また，農家の学生に対する評価も高く，
すべての農家が次年度も受入を希望した。今年度も
昨年同様，受入農家の全面的な協力により事故もな
く無事に実習を終了出来た。
８．作物集中実習
2006年度前期集中（専門科目）・選択・２単位
履 修 者：３名
担当教員：吉田他
グループ別実習担当教員：吉田
技術職員：山奥他
実施場所：岡山農場他
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夏期休業が７月10日からの２ヶ月間であった時期
に，果樹類の収穫と秋野菜の作付けを中心にそれぞ
れ夏休みの初期と終盤に実施することを目的として
開講された実習であった。しかし，開講の直後から
学期制が変更され８，９月が夏期休業となったため，
通常の実習で夏期休業前にモモの収穫が実施可能と
なった。また，秋野菜の播種・定植といった実習を
実施するには９月下旬の休業期間の終盤ではやや時
季はずれであることもあり，履修者数は年々減少傾
向にある。18年度は一部の実習を農場体験実習と合
同で実施した。
１ 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
３ 
　9.19 
 
 
 
 
　9.20 
 
 
 
　9.21
オリエンテーション 
ブドウの収穫・調整 
イチゴの定植 
昼食 
測量基礎･ビニールハウス建設 
生花卸売市場見学 
レポート 
昼食 
ビニールハウス建設 
播種，ビニールハウス建設 
農業機械の取り扱い 
昼食 
間引き，植え付け 
レポート・片づけ 
吉田 
福田・近藤・永田 
吉田・山奥 
 
黒田･山本・酒井 
後藤 
後藤 
 
黒田・山本・酒井 
黒田・山本・酒井 
齊藤 
 
吉田・山奥・酒井 
吉田 
回 月 日 
　8:30_　8:45 
　8:45_12:00 
 
12:00_13:00 
13:00_17:30 
　8:50_11:45 
11:45_12:00 
12:00_13:00 
13:00_17:30 
　8:30_12:00 
 
12:00_13:00 
13:00_17:00 
17:00_17:30
時 間 　 実  習  内  容 　担 当 者 
９．３年次牧場実習
2006年度選択（専門科目）・前期集中・単位互換実習・２単位
履 修 者：28名（岡山大学19，島根大学４，鳥取大学５）
担当教員：及川他
技術職員：野久保・稲井
実施場所：津高牧場
7岡山大農センター報告　No.29 2007
1 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
3 
 
 
 
4 
 
 
5
9.4 
12:00-12:30 
12:30-13:00 
13:00-14:00 
14:00-17:00 
17:00-18:30 
9.5 
  8:30-11:30 
12:30-17:00 
17:00-18:30 
9.6 
  8:30-11:30 
12:30-17:00 
17:00-18:30 
9.7 
  8:30-11:30 
12:30-17:00 
9.8 
  8:30-11:30 
13:00-14:30 
15:30
 
開講式 
バス移動 
オリエンテーション 
機械実習・畜舎実習 
21世紀の畜産経営 
 
直腸検査の基礎と応用・畜舎実習 
飼料の貯蔵と利用・畜舎実習 
食肉の格付けと品質 
 
和牛の審査・畜舎実習 
人工授精と受精卵移植の基礎・畜舎実習 
草食動物の消化管機能 
 
草地の管理・畜舎実習 
和牛の衛生管理・畜舎実習 
 
乳の加工検査法・畜舎実習 
牛の品種と遺伝的特性 
閉講式，バス移動 
 
及川 
 
及川 
岸田・野久保・稲井 
横溝 
 
奥田・野久保・稲井 
西野・野久保・稲井 
泉本 
 
及川・野久保・稲井 
舟橋・野久保・稲井 
坂口 
 
岸田・野久保・稲井 
近藤・阿部・野久保・稲井 
 
宮本・野久保・稲井 
佐藤（勝） 
及川 
回 月 日 実  習  内  容 　担 当 者 
今年度の牧場実習は岡山大学，島根大学からの参
加者を合わせて28名の人数で行った｡実習終了後の
実習に対する感想をみると、実習に対する満足度が
高かった｡実践的な牧場作業を体験したいという志
向が強いように思われた。
本年度の生徒達の障害は比較的軽度で，収穫や除
草など問題なく実習を行うことができた。特に田植
え時期と重なったため，苗運び等を体験できた。昨
年度は養護学校の教務的な事情により実施されなか
ったが，３月に学部へ依頼があり，協力することと
なった。実習終了後に，技術部会議で今後の協力体
制が話題になり，繁忙期と重なるため，次年度以降
実施時期と実施期間を考慮してもらうこととなっ
た。
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10．岡山大学教育学部附属養護学校（特別支援学校）「職場体験学習」
教育学部附属養護学校・高等部２年生
参加者：８名（男子４名，女子４名）
付き添い教員：３名
担当教員：齊藤
実施場所：岡山農場
回 月 日 時  間 　　学  習  内  容 
１ 6.12 ９:30_10:00 教室・トイレ・センター内見学 
２ 6.13 全　日 収穫，田植えの手伝い・見学，サトイモの除草 
３ 6.14 全　日 収穫，天満屋用準備手伝い，販売所の見学，タマネギの収納 
４ 6.15 全　日 収穫，ジャガイモの収納，ハウスの除草 
５ 6.16 全　日 収穫，サツキ等の除草，畦間のチップ敷き，片付け及び清掃 
収穫：クロッピングシステム部門（ダイコン・ニンジン・ニラ・カンラン） 
　　　野菜・花き部（トマト・ソラマメ） 
